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フ ラン ス の 指 人形劇
一

ギニ ョ
ー ル

増　谷　篤　子

1． は じめ に

　フ ラン ス 中部の m 一ヌ ・アル プ ス 地方の 中心地 リヨ ン は、フ ラン ス 第 2 の都市 で、絹織物の

生産地 と、ワイ ン とポー
ル ・ボキ ュ

ーズ を始め とした ミッ シ ュ ラ ン の 三 つ 星 レ ス トラ ン が点在

す る食通の 町 と して知 られ て い るが 、 同時に 、 18世 紀末に生糸工 場の 労働者の 娯楽と して 誕生

した フ ラ ン ス の 指人形劇 ギニ
ョ
ー

ル Guignolの 発祥の 地 として も広 く知 られた町で あ る 。

　 1980年 3 月、初 めて リヨ ン を訪れ た時、ソ
ー

ヌ河沿 い の 古 い 地区にある人形劇場《 Theatre

Mourguet 》 で偶然遭遇 した ギニ ョ
ール を見る子供た ち の 生 き生 きとした表情や 反応は、非常に

印象的で あ っ た。

　 人形劇の 何が それほ ど子供 た ちを惹 きつ ける の か 、どん な形の 人形劇が どの 様 に演 じられて

い るの か 、 ま た
、 興 味 の あ っ た マ リオ ネ ッ ト （糸繰 り人形） の 構造や その 作 り方 に つ い て の 情

報が 、当時余 りに も乏 し く入手 しに くい 状況か ら、人形劇の 盛ん な ヨ
ー ロ ッ パ で実際 に見る機

会 を得 て始め た人形劇場 の 実態調査 をもとに 、今 回 は 、フ ラ ン ス革命 1a　R6volution と時 を同 じ

くして 誕生 した フ ラ ン ス の 指 人形劇 ギニ ョ
ー

ル を、 ヨ
ー ロ ッ

パ の 人形劇の 変遷 と共に紹介 して

み た い 。

2 ．人形劇の 種類

　
一
般に 欧 米で マ リオ ネ ッ トと い うと糸操 り人形 をさす が 、フ ラ ン ス で は 、同 じく操 り人形劇

全般を指 し 、 指人形劇は 、 ＜ Les　marionnettes 　a　gaine＞ 糸操 り人形劇を 、 〈 Les　marionnettes

afil＞ また、棒操 り入形 を、＜ Les　marionnettes 　a　tige ＞ と呼ん で い る 。 影絵人形劇 は、〈

Le　th6atre　d’

ornbres ＞一般 には〈 Ombres　chinoises ＞ と呼び、中国か らの 伝来が そ の 名の 由

来だ と言われ て い る 。 操 り人形は そ の 形態や操 り方で 様 々 に分 類 され るが、ゴ ル ドン ・
ク レ ェ

グが 、形態的 に分類 した立体 的な （丸形） と平面的な （平形） をべ 一
ス に操 り方別に分 類する

と次の 様に 纏め られ る 。
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（1）丸形

i）手遣 い 人形

ア）指操 り ・指人形 ・ギニ
ョ
ー

ル ・ブ ラ ッ テ ィ
ー

二

　指 を差 し込め る様 に した頭 ・手が 空洞の 胴 に取 り付 け られて お り、一般 に い う指人形は こ れ

をさし、原則 として、人指 し指 または 中指で頭部 を、親指 と中指 また は小指 を手に差 し込 んで

操 る 。 代表 的な もの と して は、フ ラ ン ス の ギニ ョ
ー

ル 、イギ リス の パ ン チ ・ア ン ド・ジ ュ デ ィ

が良 く知 られて い る。

　また、指先に頭部 又 は小 さ な人形 をはめ て操 る もの もあ り、群衆場面で （後景で ）用い られ

るグル ープ 人形や、モ ス クワ 人形劇場 の 主宰 S．V ，オ ブ ラツ ォ
ーフ の ソ ロ ・コ ン サ

ー
トで 演 じら

れ る指先に 頭部や球 形 の 玉 だ け をはめ て操 る もの もある 。

イ）片手操 り ・手袋 人形 ・マ ペ
ッ ト

　ロ が 自由に動 く様に な っ て い る手袋式の 人形で 、 手や 足 が 自由にブ ラブ ラ動 くだ けの もの や

ミ トン 型 の 鍋掴 み の 様な形態 をした もの が あ り、 顔 の 表情 を生 き生 きと表現する こ とが 出来 る。

〈セ サ ミ ・ス トリー ト〉 に 登 場する カー ミ ッ トや ア ーニ ー等非常 に ポ ピ ュ ラ
ー

で ある 。

ウ）両手操 り ・両手遣 い

　人形 を両手で操 るもの をさすが 、 足付指人形 を両手で操 る場合 もあれば 、 頭部が マ ペ
ッ トに

な っ て お り、片手 を人間の 手 そ の ままの 形で演 じた り、手や 足 を棒に よっ て操 っ た り複合 的な

もの が ある 。

エ ）抱 え操 り （文 楽人形 ・車人形）

人形 を抱 えるよ うに して操る もの で 、人形 を使 う人形遣 い の 人数 に よっ て、
一

人遣 い 、二 人遣

い 、三 人遣 い 等 と区別 し、文楽等の 人形浄瑠璃は その 中で最 も複雑な もの で ある。

又、 V ク ロ 車 に人形 を抱 き抱えて 腰掛 け、両手 と両足を操 る八王子の 車人形 は、抱 え操 りの 代

表的な もの で ある 。

ii）棒遣 い 人形

　ア）棒人 形 ・マ ロ ッ ト

　 棒 の 上部 に首や 人形が付 い て お り、棒遣 い 人形 の 源初 的な もの と言われ 、日本 の オ シ ラサ

　　マ 人形や 中世 の ヨ ー ロ ッ
パ の 宮廷 の 道化師が使 っ た とい うマ ロ ッ トが ある 。

イ）（支 え式）棒操 り ・ロ ッ ド・パ ペ ッ ト

　　人形の 頭部お よび両手 を下方か ら棒で操 る もの で、イン ドネ シアの西 ジ ャ ワ を中心に 演 じ

　　られて い る ワ ヤ ン ・ゴ レ ッ ク （Wayang 　Golek）が代表的ぞあるが 、 西 ドイツ の ケ ル ン の 人

　　形劇場《 KOIner　Hannescheロ　Theater》で は 2 メ ー トル 以上 ある棒で操 っ て い る 。

　ウ） （吊 り下げ式）棒操 り

　 上方か ら、人形の 頭部 を鉄 の 棒で 吊 り下 げ る もの や 、 頭 部 を鉄 の棒で 吊り下 げ 、 両 手 を鉄
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の 棒 と糸で操 る もの が ある 。 代表的 なもの は 、シ シ リー島の パ レ ル モ 、アシ リア レ 、シ ラ

クサ の 各地 で見 られ るオ ペ ラ ・デ ・プ ピ （OPRA 　DEI 　PUPI ）や、北 フ ラン ス の ア ミア ン 、

ベ ル ギーの ブ リュ ッ セ ル
、 ゲ ン ト、ア ン トワ

ープ等 ヨ
ー

ロ ッ パ で広 く演 じられ て い る 。

iii）糸操 り ・マ リオ ネ ッ ト

　人形 を糸に よっ て上方 よ り操 る もの で、糸の 数 は数本か ら数十本 に渡 り、非常 に繊 細で リア

ル な動 きを見せ る こ とが 出来る 。
ヨ ー ロ ッ

パ （ドイツ ・ス イス ・オ ース トリア等）やイ ン ド・

ビル マ ・中国お よび 日本で 広く演 じられて い る 。

IV）か らくり人形 ・オー トマ タ

　糸で操 られ る
「糸か ら くり」 と、体 内に仕組 まれた バ ネ ・ゼ ン マ イ ・歯車に よ っ て 人形が独

自に動 く
「
離れか らくり」 が あ り、飛騨高山の か らくり人形や 18〜19世紀 の フ ラン ス の オ

ー ト

マ タ （自動 人形 ）が よ く知 られて い る 。

V ）か ぶ りもの ・ぬ い ぐる み 人形

　人間が被 っ て演 じる もの をさ し、目や 口 等が 動 くような仕掛 けの ある もの もある 。 人形劇 を

分 類 した とき、伝統的な人 形劇 として位置 づ け出来な い として も、テ レ ビ の 子供向 きの 番組や

ウ ォ ル ト ・デ ィ ズ ニ
ー

の ア ニ メーシ ョ ン の 主人 公 ミ ッ キー ・マ ウ ス や ドナ ル ド・ダ ッ クまた、

〈 セ サ ミ
・ス トリー ト〉の ビ ッ グ ・バ ー ド等が 広 く知 られ て い る 。

（2 ） 平　形

　ア）ペ ープ ・サ
ー

ト ・偏平板人形

　　紙人形に棒 が 付 い て い て、棒 の 回転で 両面 に描か れ た動 きの 変化 を見せ る もの や 、板で レ

　　り一フ 状 に 作 られ、棒 に よ っ て 手を動 か す西 ジ ャ ワ の ワ ヤ ン
・ケ リテ ッ ク（Wayang 　Kelitik）

　　等その 実体 を見せ る もの 。

　イ）影絵人形

　　子牛 の 革等で作 られ 、 腰 に関節が あ り後 ろか ら支 える トル コ の カラ ギ ョ ズ （Karag6z）や、

　　操作棒 を下か ら操 る中央ジ ャ ワ を中心に 演 じられ て い るワ ヤ ン ・クリッ ト（Wayang 　Kurit）、

　　タ イの ナ ン
・ヤ イ （Nang 　Yai）、マ レ

ーシ ア の ワ ヤ ン
・
シ ャ ム （Wayang 　Siam）等が あ り、

　　一般 的に は 、影 を見せ る もの 。しか し、現 在ジ ョ ク ジ ャ カ ル タで 演 じられ て い るワ ヤ ン ・

　　ク リ ッ トは、影 よりも実体で ある操 り師ダラ ン の 演 じ方が重要視 され て い る 。
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3 ．マ リオネ ッ トの 語源 とイ タ リア の指人 形

　操 り人形 をさす 「
マ リオネ ッ ト」 の 語源は、聖母マ リア＜ Marie＞ の 愛称 に由来 して お り、

マ リオ ン 〈 mariOn ＞、マ リエ ッ ト＜ mariette ＞、そして、マ リオ ネ ッ ト〈 mariomette ＞ と

転化 した もの だ と言わ れ、ラ テ ン 語の ＜ morio ＞が語源 だ と言われ て い る 。 14世紀 にイタ リア

の ベ ネチア で復活祭時に、木の マ リアの 代わ りに 、聖母 マ リアの 役 を若 い 娘が演 じた こ とか ら、

「聖なる像 」 と して、これ を 「マ ］1エ ッ ト」 すな わ ち
「
小 さ き聖 マ リ

ー
の 像」 とか 、

「
愛すべ き

聖 マ リ
ー

の 像 」 と呼ば れ た ことか ら、 ヨ
ー ロ ッ パ 全土 に広が っ て ゆ き、時が た っ に っ れて 、演

じられ る人 形劇の 総称 と して 、定着 して い っ た 。

1）

　聖書か らテーマ を取 っ た聖史劇が 人形劇で演 じられ た の は 、 14世紀 の ミラノ の ド
ー

ム や ロ ー

マ の 教会堂 の 舞台や 町や 村等公衆の 集 まる野外劇場等で あ っ た。
2）

い わ ゆ る聖人の 生涯 を扱 っ

た 奇跡劇 と言われ て い る
「
ミラクル 」 や 、「飼葉桶の 中の 幼子キ リス ト」、「ヨ セ ブ とマ リア 」 等

の 「キ リス ト降誕 の 物語 」 が、「ク リス マ ス ・イヴ 」 に盛ん に演 じられ る ように な っ て い っ た。

現在で も、 ヨ
ー ロ ッ パ で は、 「クリス マ ス ・イヴ 」 と共 に、

「
イ
ー

ス タ
ー

（復活祭）」 に
「
キ リス

ト受難劇 」 が各地 で 演 じ られ て い る 。

　 14世紀の イタ リアに は、聖史劇 と共に、
一

般民衆 に大 きな共感を得 、 親 しまれて い た人形劇

が あっ た 。 ブ レ ス チア Bresciaの ジオ ッ ピ
ー

ノ Gioppino、モデナ Modena の サン ドロ ン Sandorone

そ して 、
u 一マ ・ナ ポ リの プ ル チネ ッ ラ Pulchinellaで ある 。 こ れ らの 主人公 た ち は 、下劣な顔

つ きの 百姓 で あ っ た り、大 きな鷲鼻で背中に瘤が ある道化 で 、 見掛けは粗野 で 間抜け 、 しか し 、

ず る賢 く、 鋭 い 感受性 と正義感 の 持 ち主で あっ た。こ の 喧嘩好 きな人形達は 常 に 子供 も大人 も

大 い に喜 ばせ 、ど の 時代 で も、死者、悪魔 、 皇帝 、 国王 、 聖職者、 泥棒等の 不吉な力に対して

甚だ し く無礼 で、い つ も魔女 を驚かせ 、警察官を殴 り、時の為 政者や成 り上が り者 を痛烈な皮

肉 と冗談 で風刺 した 。 彼 らは、常に我が道 を貫 き、余 りに大胆 すぎて 、 たび たび殴 られ た りす

るが、常に絶体絶命 の 状況 を脱 し 、 復活 して 民衆 を狂喜 させ た 。

　多くの この 喧嘩好 きな性質の 主人公達 につ い て考え る時 、 殴 打に対 して 、 うまい 言葉で 自由

に 言 い くる め る 宮廷の 道化 師が思 い 出され る。宮廷 の 道化師は、笑劇 の 道化役で、鳩胸で背 中

に 瘤が あ り、 大きな鉤鼻が特徴 で あるプ ル チネ ッ ラ と多くの 共通の 特徴 を持 っ て い た 。 その 先

祖 は、古代 ロ ーマ の マ ッ ク ス Maccus で、ア テラ笑劇 （古代 ロ
ー

マ の 都市ア テ ラを中心 に発達

した滑 稽な仮面劇）の 主人公で あ っ た。それは、胸 と背中に二 つ の 瘤 を持 ち、常 に鈍重 さを笑

い 物に し、悪賢 さと実際的能力 の 持ち主で 良 く知 られ て い る。こ の 性格は重要な要素に な っ て

お り、ヨ ー ロ ッ
パ の 人形劇を代表す る主人公達、ポ リ シネル 、パ ン チ、ペ トル ーシ ュ カ、ヤ ン ・

クラ
ー

セ ン
、 カ ス ペ ル は その 性格 を継承 して い る 。
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ー

ロ ッ パ の 入形劇 に つ い て （第 1報）

4 ． フ ラ ン ス の 指人形ポ リシ ネル

　イタ リアで は指人形劇 を総称 して ブラ ッ テ ィ
ー

二 buratiniと呼 ん で い る が 、そ の 語源は
「
布 」

を意味する
「ブ ラ ッ トオ 」 とい う言葉か ら由来 した もの だ とい わ れ 、 そ の 主人 公 で あるプル チ

ネ ッ ラ は、イタ V ア の コ メディ ア・デラル テ co   edia 　delParte嶝 場す る道化 で、16世紀 一17

世紀 に ヨ
ー ロ ッ パ 全土 に伝え られ て い っ た 。

　 1630年 に、イタ リア の ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ブ リオ ッ チ Giovanni　Briocciは 、

・fタ リア の 指人形劇

ブラ ッ テ ィ
ー

二 を、 リ ヨ ン に もた らし、その 後 パ リに 身を落ち着けた。パ リでブ リオ ッ チは、

当時 、 歯抜き師で 患者 を獲得す るため とい う 口 実か ら、人形劇 を始め る が 、やが て、それは本

業以上の 人気 に な り、ボ ン
・
ヌフ近 くに ル ・シ ャ トウ ・ギ ャ ラル ドle　chateau 　Gaillardとい う

人形劇の 舞台 を構えた 。

　1649年 、 彼 は 、 名前 をジ ャ ン ・ブ リオ ッ シ ェ Jean　Briocheに変 え、 出 し物 もイタ リア風か ら

フ ラン ス 風に 変わ り、主人公の 名前 もポ リシネル Polichinelleと呼 ばれ る様に な っ た。ポ リシネ

ル は、胸 と背中に 二 つ の 瘤を持ち、羽の 付 い た 帽子 を被 り、大 きな鷲鼻をして い た。ポリシネ

ル は、パ リ近郊の サ ン ・ジ ェ ル マ ン ・ア ン ・レ
ー

の 市や パ リ市内の ネ ッ ス ル Nesle の 近 くで 演

じられたが 、そこで フラ ン ス の民衆は、政府 を非難す る精神 を持ち、身振 i〕や嘲 笑、さ もな け

れ ば出来 うるか ぎ りの 大胆 さで王妃マ リア ・テ レ サ と宰相 マ ザ ラ ン に つ い て あて こ す りをい う

人物 に 出会 っ た の で ある 。

　ジ ャ ン の 息子 、フ ァ ン シ ョ ン ・ブ リオ ッ シ ェ Fanchon　Brioch6は、1668年フ ァ
ー

ル ・デ ・サ

ン ・ジ ェ ル マ ン Foire　de　Saint・Germain で ア ル ル カ ン Arlequin （イタ リア喜劇の 道化 役）を

演 じた。そ して 1669年、宮廷で ル イ十 四世 の 皇子 ド
ー

フ ィ ン Dauphinの ため に 、貴族 た ちの面

前 で 3 ヶ 月の 間興行 し、熱狂 させ た。それは 当時、 1 日 に付 き20 リーブ ル と い う大金 を得る程

の 大当た りで あ っ た。大成功を納めた フ ァ ン シ ョ ン も1680年 3 月21日 に その 生涯 を終 えた が 、

ポ リシネル は、18世紀 も、民衆の 間だ けで な く宮廷で も人気 を博 し、 1808年 リ ヨ ン で ロ
ー

ラ ン ・

ム ール ゲ Laurent　Mourguet が ギニ ョ
ー

ル を登場させ るまで、フ ラ ン ス で非常に人気が あ っ た

とい わ れて い る 。

3）
現 在 も、 主役 は ギニ ョ

ー
ル に 譲 っ た もの の 物語の 紹介役や脇役 として健在

で ある。 （写真   ）

5 ．ギ ニ ョ
ール の 誕 生 とその 背景

　17世紀 に ヨ
ー

ロ ッ
パ 各地 に広が っ て い っ た人形劇は 、その 後、娯楽 として民衆 の 中に根 を下

ろ し人気 を得 て い っ た e ギ ニ ョ
ー

ル の 生み の 親 と言 われ る v 一
ラ ン ・ム ール ゲ は 、1769年 3月

3 日 に リヨ ン市 内の サ ン ・ニ ゼ ール に絹織物工 の 子 として生 まれた 。 1788年：ll月 22日ジ ャ ン ヌ・
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エ ス テ レ ル Jeanne　Esterleと結婚 。 その 後 1790年か ら1809年 の 間に 10人 の 子供をもうける 。
1789

年フラ ン ス 革命 当時の リ ヨ ン で 20才 の ム ール ゲ は絹織物工 で あ っ た が 、当時の リヨ ン は絹織物

産業が 斜 陽化 し、革命の 混乱 と貧困、そ の 上大飢饉で あ っ た 。 恐怖政治の 始ま っ た 1793年、ム

ー
ル ゲ は生 活の ため革命の 影響の 少 な い 田舎で櫛や 小 さな木管楽器、薬ある い は

一針分 の 長 さ

に切 っ た糸や布 を売 る大道商人 となる 。

　 こ の 年、公安委員会に 対 して 反乱 を起 こ した リヨ ン 市は 8 月 9 日 より国民軍の 攻撃を受 け、

それは 1か 月間続い た 。 国民公会 は リ ヨ ン の 破壊 を命 じ、その 名前 を 「解放市 」 Commune

affranchie （コ ミュ
ー

ン
・
ア フ ラ ン シ ）と呼ぶ こ と に決 め、反徒へ の 処 刑 は 4 ヵ 月の あい だ 間

断な く続 けられた 。 1798年、ム ール ゲ は、訓練 も免許も必要 と しな か っ た歯抜 き師に な る 。 最

初 高価な軟膏や 素人薬を売るため、無料 で歯 を抜 くが 、歯 を抜 く客 の為 の 肘掛 け椅子の 脇に、

客集め の 為 の 人形劇の 舞台を設置す る。これ は、150年前やは り歯抜 き師で あっ たブ リオ ッ シ ェ

が 、パ リの ボ ン ・ヌ フ で始めた習慣の 所産で あ っ た 。

　最初彼 はイ タリア の 指人形劇ブ ラ ッ テ ィ
ー

二 を採 り入 れ 、 ポ リシネル や 彼の 妻 ある い は悪魔

等 コ メ デ ア ・デ ラ ル テ の 伝 統的な笑劇 の 粗 筋 を演 じた 。1804年 、 ム
ー

ル ゲ は 、 入 形劇 に専念 す

るため 歯抜 き師を断念 し 、 4 月 、 プチ ・チボ リ Petit　Tivoliの 庭園に小 さな劇場 を開設する 。

こ の 時、ム ール ゲ は 、彼の相棒 となる トマ 爺 さん p邑re 　Thoma こ とラ ン バ ー
ト ・グ レ ゴー

ル
・

ラ ドレ Lambert　Gr6goire　Ladr6 に出会 う。彼は、1770年ア ル デ ン ヌ 県 の ジ ヴ ェ Givet生 まれ

で 、コ メ ディ ア ン の 才能の ある村の ヴ ァ イオ リン 弾 きで 人気が あ っ た 。 自作の 唄 を歌 い
、 社会

を批判する二 人 の 興 行は大成功 で あっ た。（写真  ・  ）

　 しか し、ボ ジ ョ レ
ー好 きな トマ 爺 さん は 、酒に 溺れ て しば しば興 行 を休み 、それ はや がて深

刻 な問題 とな っ て い っ た 。 そして 1年後 、
二 人 の協 同興 行 は失敗に終 わ っ た e 人 形劇場に と っ

て、 トマ 爺さん の 抜 けた 穴は非常 に大 きか っ た 。こ の 時期 に 、ム ール ゲ は、
一

つ の 人形 を作 り

出 した と想像 さ れ て い る 。 それ が ニ
ャ フ ロ ン Gnafronで 、リ ヨ ン の 最初 の 指人形で ある。ニ ャ

フ ロ ン は 、 赤鼻の 酔 っ ぱ ら い （ア ル 中）で、歯並び の 悪 い 引 きつ っ た 口 をした 、豪快で滑稽だ

が 、割れ るよ うな大声で 話 すお 喋 りで、ギニ ョ
ー

ル の 相棒 となる。モ デ ル は、そ の 風 貌や 性格

か ら トマ 爺さん だ と言 われ て い る。
4）

また 、ニ ャ フ ロ ン とい う名 は 、リ ヨ ン 言葉 の 〈 gnafre ＞

靴直 しに由来 して い る 。 （写真  ）

　 その 後、二 人の 興行 は、プ ロ ッ トオ Brotteauxの 脇の ジ ャ ル ダ ン ・シノ ワ Jardin　Chinoisに

人形劇場の 舞i台を設置す るため に再開 した。ギ ニ ョ
ー

ル は 、1908年 に百周年 を迎 えた こ とか ら、

1808年 頃、主人公で ある ギ ニ ョ
ー

ル が誕 生 した と推測されて い る 。 ギニ ョ
ール は、丸顔で反 り

返 っ た 鼻をし 、
口 の 両脇 に え くぼ の あ る大 きな 目を した童顔で、モ デ ル は ム

ー
ル ゲ 自身を思わ

せ る 。 また 、 服装は ウール の 茶色 の モ
ー

ニ ン グ ・コ
ー

トに金ボタ ン
、 頭 には ピ ッ タ リした黒 の

革の 帽子 をか ぶ っ て い る 。 髪型 は、サ ル シ ィ フ ィ salsifis とい う名前の カ トガ ン （18世紀 に流行

した うなじの とこ ろ で 束ねた髪型 ）で 、18世紀末で流行 した ス タイル で あっ た。ギ ニ ョ
ー

ル の

一 116 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 増 谷 ： ヨ ー
ロ ッ

パ の 人形 劇 に つ い て （第 1報）

服装の 由来に つ い て は諸説が あるが 、 18世紀末 の 貧 し い tl ヨ ン の 絹織物工 が モ デ ル で 、当時、

流行で あっ た服装を取 り入れ た もの と思われ る 。 （写真   ）

　ギニ ョ
ー

ル の 大 きな二 つ の 目は、社会 に対 して見開か れ、微笑み を絶や さぬ 口 元 には、素朴

さと優 しさが 感 じられるが、人間の 愚か さや滑稽 さを暴 き、 揶揄する皮肉な精神は 、 カ トガ ン

の 跳 ね る様な動 きに よ っ て表現 され る 。 革命下 の リ ヨ ン で、常 に正義の 味方 をし、下層階級 を

操 る特権階級や成 り上が り者 を、嘲弄 し、こ て んぱ ん に や っ つ けるギニ ョ
ー

ル は、民衆の 笑い

を誘 うと共 に 、大 きな共感 を呼び 、愛 され民衆 と共に 生 きて い っ た 。 こ の よ うに して 、 ギ ニ ョ

ー
ル は誕生 した の で ある。ギニ ョ

ー
ル の 観客は、勿論、子供た ち もい たが、絹織物 の 職工 や綾

糸工 ある い は靴直 しの職 人 と い っ た民衆で あ っ た 。

　 また、ギニ
ョ
ール の 名前 の 由来につ い て は 、 幾つ か の 仮説が知られて い る 。 ジ ャ ン ・バ プテ

ィ ス ト・
オ ノブ リオ Jean−Baptiste　Onofrioは、1865年、彼 の 著書で ある 蹄 覦 惚 Lッoηη廊 4θ

G麗gηoJ の 序文の 中で ム ール ゲ が 劇中で 好ん で 使 っ た〈 C ’
est 　guignolant！〉 （［不運の ように 思

われて ］腹立 た しい
、 とか 、 癪 に さわると い う意味）か ら名付け られ た と述 べ て い る 。 Guignol

は＜guigne＞ ある い ぼ＜guignon＞ （不運 と い う意味）か ら転 じて い っ た と考 えられて い る。
5）

　 また、1810年頃、イタ リア の ロ ン バ ル ディア の 小 さな村 Chignoloか らや っ て 来た 絹織人が 、

その 性格や 陽気 さか ら有名 に な りそ の 出身地 で ある Chignoloが 、　Chignolそ して、　Guigno1に

なっ た。
6｝あるい はまた彼が ム ール ゲ にu ン バ ル デ／ アの 指 人形 Girolamoを伝え、徐 々 に Girolamo

が Guigno1に変わ っ て い っ た と い う説。

7｝
（Girolamoは 、 ミラ ノ の 指人 形で 、粗野 で抜 け目の

ない 百姓 として よ く知 られて い た 。 〉ある い は、 リヨ ン の 絹織物工 で実在 の 人物 ジ ャ ン ・ギ ニ
ョ

ール Jean　Guignolの 名前 がその 語源で ある とい う説
8〕

や 1804年 に リヨ ン で上演 され た ラ ・コ メ

デ ア ・ドゥ
・ドォ ル ヴ ィ ニ 　la　com 芭dia　de　Dervignyの 喜劇〈 Nitouche　et　Guinolet＞の Guinolet

に由来 して い る とい う説
9〕

が ある が 、ニ ャ フ ロ ン の 誕生や その名 の 由来、 リヨ ン に 生 まれ育 っ

た ム ール ゲ の 時代 的背景や 社会 的背景 そ して ギ ＝ ヨ
ー

ル の 風貌 を考 えた：時、や は り〈 C ’

est

guignolant！〉が有力で ある ように 思われ る 。

　 その他 の登場人物は、ギニ ョ
ー

ル の 妻 マ ドロ ン Madelon 、ブ ル ジ ョ ア の 典型カネゾウ Canezou、

か ら い ば りす る家主 の ピ フ ァ ル ドPiffard、絹織物 の 経営者バ テ ン デ ィ エ Battendier等で あ っ

た 。 また、ギニ
ョ
ー

ル の 持つ 叩 き棒は 、 上部が十文 字に 割れ て い て 、 叩 い た時に鋭 い 音を発 し 、

より大 きな効果を出すよう工 夫 されて い る。

　 ム ール ゲ は 、春か ら夏の 間、昼 間は子供の 為 に、夜は大人 の 為 に 1 日 2 回 の 興 行をし、冬の

間はサ ン ・ポ
ー

ル 広場 2番地に ある彼 の ア パ ー
トの 1階で 蝋燭の 明 か りの 中で上演 した。ム

ー

ル ゲ は、ギニ ョ
ール を職業 と してか ら最初の 12年 間 （1808− 1820＞人形劇の 舞台で 大抵の 場合

ひ と りで働 い た 。 そ し て
、 トマ 爺さ ん と の 協 働 も段 々 と減 り、1818年か ら 1820年頃 それ は完全

に終 わ っ た．

　 その後、　1820年 に彼 の 息子 エ チ ン ヌ Etienne 、娘の ロ ーズ Rose 等が 加わ り、ム
ー

ル ゲ ー座 は 、
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フ ラン ス の村 々 を巡業 した 。 や が て、1838年 に リ ヨ ン に《カ フ ェ
・ド・カヴ ォ

ー・セ レ ス チ ン 》

CafE・du・Caveau・C61estinsとい う最初 の 常設 の 人形劇場を作 っ た 。 そ の 後 、
1840年 、 ヴ ィ エ ン

ヌ Vienneに移 り住 んだ ム
ー

ル ゲ は、カ フ ェ
・テア トル を開 き、子供た ちの為 に昼興行 を行 っ た 。

そ して 、1844年 12月30日、75歳の 生 涯 を閉じた の で あ る 。 ギ ニ ョ
ー

ル は そ の 後 、彼の 子 供た ち

か ら孫へ と引 き継が れ て い っ た 。

1の

6．現代 の ギ ニ ョ
ール

　 リヨ ン 市内には、 ロ ーヌ ・ソ ーヌ の 二 つ の 河 が流れて い るが 、ソ ーヌ 河沿 い に 近 い リュ
・カ

ラ ン ドに ある《 テア トル ・ム ール ゲ》 ThEatre 　Mourguet は 、 国立 の 人形劇場で 、 水 ・日 と祭

日の 午後 2 回子供の 為の 人形劇を上演 して い る 。 劇場は、250席程 の 大 きさで、室内にある舞台

の 下に は オ ル ガ ン が 置か れ劇 の 進行 に 併せ て演奏 される 。 時には即興 で 雰囲気を盛 り上 げ、今

は、ム ール ゲ が 創作 した当時以上 に可愛 い 童顔 にな っ て い るギ ニ ョ
ー

ル が大活躍 して い る 。
こ

こ で は、ニ ャ フ m ン や マ ドロ ン も昔 と変 わ らず健在 で 、3 、4 歳〜10歳位 の 子 供た ち の 熱 狂す る

姿が見られ る 。 （写真 
・
  ）

　 また、市内の ポル ク・ドゥ
・テテ ・ドール には、《テア トル ・ドゥ

・ヴ ュ
ー・リヨ ン 》 Th6atre

du　Vieux　Lyon とい う野外劇場が あるが 、夏の 間、3 、4、 5、 6 時 と 1 日 4 回公 演 して い る 。

　大人 向 きに は 、 《セ ル ク ル ・ロ ーラン ・ム
ー

ル ゲ》 Cercle　Laurent　Mourguet が 、モ リエ ー

ル 等の 喜劇 を演 じて い る 。 1981年春 に は 、『 ドン ・ジ ュ ア ン 』 を、面 白可笑 し く演 じて い た が 、

ドン ・ジ ュ ア ン を演 じて い た の は ニ ャ フ ロ ン で あっ た。こ れ らの 劇場 を主宰 して い る の は い ず

れ もロ ー
ラ ン ・ム ー

ル ゲ の 子孫た ち で 、彼 の ギニ ョ
ー

ル に 対する 情熱 は今 も受 け継が れ て い る 。

　 また、17世 紀か ら人形劇が盛 んで あ っ た パ リで も、現在 ギ ニ ョ
ー

ル は健在 で ある。パ リ 5 区 、

カ ル チ ェ
・ラタ ン に ある リュ クサ ン ブ

ー
ル 公 園の 中に、1933年 に ロ ベ ル ト・デ ザ ル テ ィ Robert

Desarthis に よっ て設 立 され た《テア トル ・デ ・リュ クサ ン ブー
ル 》 Th6 貪tre　des　Luxembourg

とい う指 人形劇場が ある 。 さすが に 7 ・8 月の ヴ ァ カ ン ス ・シーズ ン になると並ぷ 子供た ちの

数は減 っ て しまうが、それ で も常に長蛇 の 列が 出来 るほ ど人気 が あ り、 祖父母や 両親 に手を引

か れ た幼 児や リセ の 低学年の 児童た ち が 観 客 で、先生 に 引率 さ れ た 園児た ち もや っ て 来 る 。 座

席 は250席 。 両脇 と後方の 席 は保護者席で 中央 よ り前は子供 た ちが見や すい よ うに大人たちは座

れ な い
。 出し物 は、「三 匹の 子豚」

「ピ ノ キオ 」
「長靴 を履 い た猫 」 等、通常水 ・土 ・日 の 午後 2

回上演 され て い る 。 上 演 時間は、対象が小 さな子供た ちなの で、10分 間の イ ン ターヴ ァ ル を挾

ん で前後 30分 計70分 余 りで ある。1989年 3 月に訪れた とき上演 されて い た の は、「
三 匹 の 子豚 」

で 丁度復活祭 の 休 日 で あ っ た ため、劇場の 前 は長蛇の 列で あ っ た。（写真  ）

　 また、 7 ・8 月の ヴ ァ カ ン ス ・シ ーズ ン は、16時か ら 1回の み の 上演で ある 。 物語の 主人公

は 、そ れ ぞれ ピノキオ で あ っ た り、三 匹の 子豚で あるが 、常 に、正義 の味方で あるギニ ョ
ー

ル
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が 登場 し、悪者 た ちを一気にや っ つ けて しま う。 ギニ ョ
ー

ル の 登場や 活躍に送 る子供た ちの 熱

狂 的な声援 は、想像を遙か に越 えるほ ど凄 まじい もの で、人気 の 高 さをよ く表 して い る。また、

エ ッ フ ェ ル 塔で知られる シ ャ ン ・ド・マ ル ス 公園に ある《マ リオ ネ ッ ト・ドユ
・
シ ャ ン

・デ ュ
・

マ ル ス 》 Marionnette　du　Champ −de−Mars や ヴ ュ ッ ト・シ ョ
ー

モ ン 公 園にある《マ リオネ ッ ト・

ドユ
・ポ ル ク ・デ ・ヴ ュ ッ ト・シ ョ

ーモ ン ＞ Marionnette　du　Porc　des　Buttes・Chaumout 《ギ

ニ ョ
ー

ル ・アナ ト
ー

ル 》 Guignol　Anatole （写真   ）《 ギニ
ョ
ール ・ドゥ

・ス クエ ア
・サ ン

・ラ

ム ベ ール 》 Guignol　du　Square　Saint・Lambert （写真   ）等、郊外 を入 れ る と森や公 園 の 中に

10か所ほ どマ リオネ ッ トの劇場が あり、「眠 り姫 」
「シ ン デ レ ラ」

「
美女と野獣」

「
白雪姫」等が 、

水 ・土 ・日 に上演 され て い る 。

7． おわ りに

　 ヨ
ー

ロ ッ
パ の 指人形劇 は 、その 歴史的背景や社会的背景 を抜 きに して は語 る こ とが 出来な い

。

中世 の 宮廷 の 道化師や 百姓 たちが 主人公で あっ た時代か ら、現在に至 る まで、主人公は常に
一

つ の 典型 を保 ち続けて い る。時の 権力や 社会悪 と闘 い 、為政者 を愚弄 し、人間の 愚か さや滑稽

さ を暴露 し、正 義を貫 き通す。 直接物申せ ば首が飛ん だ 時代 で も、 人形た ちは、パ ロ ディ化 し

た 王や貴族、悪徳商入ある い は警官 を棍棒 で た た きのめ し、嘲弄 し、民衆はそれ に熱狂 した の

で あ っ た 。 そ こ に は 、民衆の した たか さを見る こ とが 出来 る。

　特 に、 ヨ
ー

ロ ッ パ の 人形劇に 、第二 の 大 きな開花 を もた ら した と い われ る ギニ ョ
ー

ル は 、フ

ラン ス 革命 を背景に 、民衆の 中か ら誕生 した民衆人形劇 で、そ の 存在 の 意味 は非常に大 きい
。

登場人物 は、ど の 国の 、い つ の 時代に で も存在する ご く普通の 、しか し、典型 的な人々 で あ り、

繰 り広げ られ る ドラマ は 常 に喜劇的で、社会不安 と貧困の 中で 、 当時存在 した下層階級の 人々

を慰め 、 喜ばせ 、 民衆 と深 く結び つ い て い た の で ある。

　 リヨ ン で ロ ーラン
・
ム
ー

ル ゲ に よっ て始 め られ たギ ニ ョ
ー

ル は 、 200年た っ た今、リ ヨ ン の 《サ

ル クル ・ロ ーラ ン ・ム ール ゲ 〉 を除 い て 、完全に 子供の 為の 人形劇に 定着 した と言えるだ ろ う。

パ リの 場合 、 出 し物は 多 くの 場合 、 ウ ォ ル ト・デ ィ ズ ニ
ー

の 漫画や グ リム 等の 童話 の 主人公で、

単純 な勧善懲悪 に な っ て お り、正義 の 味方 ギニ ョ
ー

ル が 、乱暴者や悪者 を棍棒 で痛快 な まで に

引 っ ぱた き 、
こ て んぱ ん にや っ つ けて 、 め で た し、 め で た しで 物語が 終わ ると こ ろは、万国共

通で あるが 、多 くの フ ラン ス 映画や 小説の 結末が ハ
ッ ピー ・エ ン ドに 終わ らず、人生そ ううま

くは い か な い と い う皮肉で ク
ー

ル なフラ ン ス 人 の 人生観 も、ギニ ョ
ー

ル 小屋 の 中で は、い つ も

安心 で きる ハ
ッ ピ ー ・エ ン ドで あ る こ とは 、非常に興味 深 い もの で ある。

　そ して また 、
ヨ
ーロ ッ パ 各地 の 人形劇場で見 た主人公達の 中にある普遍性 と典型 は、それが

大人向けで あれ子供向けで あれ、人間が パ ロ デ ィ化 され た もの で、それ は今 後 も間違い な く受

け継が れて い くとい う確信 を得た の だ っ た 。
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